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(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

4
月
l
日
い
っ
せ
い
に
開
館

V
魚
津
水
族
館

魚
津
水
族
館
で
は
、
4
月
4
1

白
か
ら

竹
月
初
日
ま
で
豊
富
な
水
産
動
物
を
と

り
そ
ろ
え
る
い
っ
ぽ
う
、
淡
水
魚
類
の

ほ
か
沖
縄
の
さ
ん
ご
、

熱
帝
魚
、

富

山
湾
の
漁
法
解
説
、
魚
類
の
生
態
や
ホ

タ
ル
イ
カ
の
生
態
写
真
、
ま
だ
、
水
槽

で
涼
ぐ
ホ
タ
ル
イ
カ
や
ま
っ
か
さ
魚
等

の
発
光
魚
を
展
示
し
て
、
み
な
さ
ん
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
送
っ
て
も
ら
お
う

と
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

V
歴
史
民
俗
資
料
館

天
神
山
さ
ん
ろ
く
の
同
館
に
は
考
古

.
魚
津
の
文
化

・
刀
剣

・
漁
業

・
農
業

の
資
料
を
は
じ
め
、
民
具
や
教
訓
科
書
等

を
展
示
し
て
い
ま
す
ガ
、
こ
ん
ど
市
内

の
各
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
疋
古
い
貴
重

な
珠
洲
焼
の
大
ガ
め
や
魚
津
の
陶
器
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
三
百
年
の
伝
統
を
誇
る
優
雅
な

魚
津
漆
器
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

V
埋
没
林
博
物
門
知
ろう

埋
没
林
は
、
霊
気
楼
、
ほ
だ
る
い
か
、

と
と
も
に
魚
津
の
三
大
奇
観
の
一
つ
と

し
て
親
し
ま
れ
、
特
別
天
然
記
念
物
と

し
て
、
学
術
的
に
貴
重
な
文
化
財
と
な

っ
て
い
ま
す
。
自
然
保
存
館
の
樹
根
は
、

一
千
年
の
樹
令
と
と
も
に
見
る
人
を
驚

か
さ
ず
に
は
い
ま
せ
ん
。

企
写
真
は
水
槽
の
「
‘
つ
ま
づ
ら
」

一
名
か
わ
は
ぎ
と
も
い
う
。
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4，540万円

3
月
定
例
市
議
会
は
、

3
月
8
日
か

ら
聞
か
れ
、
初
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
昭
和
印
年
度
一

般
会
計
予
算
案
な
ど
四
十
七
件
で
、
初

日
そ
れ
ぞ
れ
議
決
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

9億、6，730万円増)

今
年
も
魚
津
市
を
紹
介

-
総
務
費
で
は
、
今
年
は
関
西
方
面
を

対
象
に
「
ふ
る
さ
と
帰
り
招
待
会
」
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
防
犯
対
策

費
と
し
て
歩
道
の
区
画

・
街
路
灯

・
カ

ー
ブ
ミ
ラ

l
、
防
諮
棚
・
防
犯
灯
の
新

設
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

住
民
福
祉
に
重
点
を

(前年より

-
民
生
費
で
は
、
社
会
福
祉
政
策
の
推

進
を
重
点
に
組
ま
れ
、
老
人
や
心
身
障

害
者
な
ど
、
恵
ま
れ
な
い
人
達
の
た
め

に
、
家
庭
奉
仕
員
の
増
員
が
計
画
さ
れ
、

老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
制
度
の
実
施
、

老
人
電
話
の
設
置
な
ど
が
は
か
ら
れ
、

昨
年
は
視
力
障
害
一
級
認
定
者
に
盲
人

用
時
計
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年

は
さ
ら
に
ニ
級
認
定
者
に
も
盲
人
用
時

計
の
支
給
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。児
童
福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
児
童

ク
ラ
ブ
、
母
親
ク
ラ
ブ
の
指
導
育
成
と
、

ち
び
っ
こ
広
場
の
整
備
が
計
画
さ
れ
、

本
年
度
は
、
住
吉
保
育
園
面
積
六
一
・一
O

砂
3
月
強
会
の
傍
聴
席

平
方
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
六
千
五
百
五

十
六
万
円
が
計
上
さ
れ
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

母
子
福
祉
施
策
で
は
、
本
年
度
か
ら

新
し
く
、
母
子
家
庭
未
就
学
児
医
療
費

の
助
成
と
母
子
家
庭
の
保
育
園
児
の
保

育
料
を
二
分
の
一
に
軽
減
す
る
な
ど
の

措
置
が
は
か
ら
れ
、
母
子
家
庭
の
安
定

と
保
健
の
向
上
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
害
対
策
に
万
全
を

-
衛
生
費
で
は
、
住
民
検
診
の
充
実
と
、

日
曜

・
祭
日
の
急
救
診
療
業
務
の
委
託

が
計
上
さ
れ
、

公
害
対
策
費
で
は
水
質

関
係
分
析
装
置
の
設
置
や
、
水
質
分
析

装
置
の
付
帯
備
品
な
ど
の
購
入
が
計
画

さ
れ
、
市
民
生
活
を
公
害
か
ら
守
る
努

力
が
は
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
産
業
の
新
し
い
開
発
を

-
農
林
水
産
費
で
は
、
従
来
か
ら
行
な

わ
れ
て
い
る
ほ
場
整
備
事
業
・
米
生
産

調
整
対
策
事
業

・
農
業
近
代
化
施
設
整

備
事
業

・
農
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
に

助
成
を
行
な
う
ほ
か
、
新
し
く
農
免
道

路
整
備
事
業
や
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
の
予
備
調
整
な
ど
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
地
改
良
農
免
整

備
、
林
道
開
設
お
よ
び
改
良
事
業
な
ど

も
前
年
同
様
実
施
す
る
こ
と
に
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

水
産
業
費
で
は
、
.
栽
培
漁
業
振
興
費
、

.
漁
業
遭
難
防
止
対
策
事
業

・
漁
獲
共

済
事
業
対
策
な
ど
が
継
続
さ
れ
る
ほ
か
、

内
水
面
漁
業
振
興
対
策
と
経
団
漁
港
修

築
事
業
と
船
持
場
施
設
の
建
設
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
策
は

-
商
工
業
の
振
興
施
策
と
し
て
、
金
融

対
策
で
、
中
小
零
細
企
業
者
振
興
資
金

と
し
て
三
千
万
円
を
預
託
す
る
こ
と
に

し
、
物
産
展
の
開
催
、
販
路
の
拡
張
や

商
庖
経
営
合
理
化
対
策
な
ど
に
意
が
そ

そ
が
れ
て
い
ま
す
。

観
光
開
発
と
新
水
族
館
の
建
設

-
観
光
費
に
つ
い
て
は
、
魚
津
ま
つ
り

や
天
神
山
、
鹿
熊
城
祉
な
ど
の
整
備
と

観
光
案
内
板
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
印

刷
、
宣
伝
に
つ
と
め
、
観
光
客
の
誘

致
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
民
の
要
望
を
に
な
っ
て
い
る
新

水
族
館
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

設
計
画
.を
樹
立
す
る
た
め
昨
年
に
引
き

続
き
調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
布
さ
れ
た
主
な
条
例

日

1
-
m

o
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例日
・

3
-
m

o
魚
津
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

o
魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
議
会
議
員
の
報
酬
、費
用
弁
償

及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

O
魚
津
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
す
る

る
条
例

O
魚
津
市
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

。
魚
津
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
立
図
書
館
図
書
購
入
基
金
条

O
魚
津
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

O
魚
津
市
母
子
寮
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

O
魚
津
市
老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
け

に
関
す
る
条
例

-2-
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『
建
設
中
の
総
合
体
育
館
内
部

道
路
と
公
園
の
整
備

-
土
木
費
で
は
、
道
路
新
設
改
良
事
業

と
し
て
七
千
万
円
、
継
続
事
業
と
し
て

北
鬼
江
、
青
島
線
道
路
改
良
事
業
が
計

上
さ
れ
、
都
市
計
画
事
業
と
し
て
、
加

積
地
区
都
市
改
造
事
業
費
一
億
五
千
万

円
、
街
路
事
業
と
し
て
馬
出
町
、
友
道

線
事
業
費
六
千
万
円
、
新
し
く
第
八
号

上
村
木
公
園
築
造
事
業
費
五
百
万
円
、

水
族
館
総
合
公
園
築
造
費
と
し
て

一
千

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
力
の
強
化

-
消
防
費
で
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

一
台
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ
一
台
の
購
入

が
計
上
さ
れ
、
消
火
活
動
の
強
化
が
は

か
ら
れ
、
消
防
ポ
ン
プ
車
置
場
の
新
設

費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
体
育
館
の
完
成
と

野
球
場
の
整
備
な
ど

-
教
育
費
で
は
、
継
続
し
て
改
築
さ
れ

て
い
る
経
団
、
道
下
小
学
校
の
建
設
費

と
し
て
三
千
八
百
三
十
一
万
五
千
円
と
、

新
し
く
上
野
方
小
学
校
体
育
館
改
築
事

業
費
と
し
て
、
五
千
六
百
六
十
万
円
が

計
上
さ
れ
、
教
材
、
教
具
の
充
実
と
需

用
費
の
増
額
が
は
か
ら
れ
、
父
兄
負
担

の
軽
減
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
費
で
は
、
社
会
教
育
指
導

員
の
増
員

・
青
年
団

・
婦
人
会
の
圏
内

研
修

・
文
化
活
動

・
文
化
財
保
護
顕
彰

な
ど
に
力
が
そ
そ
が
れ
、
本
年
も
昨
年

同
様
公
民
館
一
館
建
設
事
業
費
二
千
九

百
七
十
万
円
が
計
上
さ
れ
、
家
庭
教
育

学
級
、
高
齢
者
学
級
お
よ
び
公
民
講
座

な
ど
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
健
体
育
関
係
で
は
、
継
続
事
業
と

し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
、
総
合
体
育
館

の
建
設
費
三
億
五
千
六
百
二
十
万
円
と
、

管
理
費
二
百
十
四
万
五
千
円
が
計
上
さ

れ、

市
民
待
望
の
総
合
体
育
館
が
い
よ

い
よ
本
年
7
月
末
に
完
成
す
る
ニ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

市
営
野
球
場
整
備
費
と
し
て
二
百
七

十
万
円
が
計
上
さ
れ
、
野
球
場
の
整
備

が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
0

・
災
害
復
旧
費
で
は
、
必
年
、
的
年
度

に
発
生
し
た
河
川

・
道
路
・
農
業
用
施

設

・
林
道
の
災
害
か
所
の
復
旧
費
と
し

て
必
要
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
税
に
つ
い
て
は
、
的
年
度
実
績
と

今
後
の
経
済
状
況
な
ど
が
勘
案
さ
れ
十

三
億
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
で
は
、

ω年
度
8
月
算

定
の
百
二
十
五
計
の
伸
び
を
見
て
八
億

四
千
万
円
が
計
上
さ
れ
、

国
お
よ
び
県

支
出
金
に
つ
い
て
は
、
歳
出
に
見
合
う

園
、
県
の
負
担
金
、
補
助
金
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
債
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
方
償
計

画
の
緊
縮
が
本
年
度
も
堅
持
さ
れ
る
の

で
、
こ
れ
ら
を
勘
案
し
な
が
ら
計
上
さ

れ、

そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
実
績
お
よ
び
確
実
に
見
込
み
得
る

h
F
乳
幼
児
の
こ
脱
検
診

額
が
検
討
の
う
え
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
議
案

-
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

-
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

.
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

-
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

-

一
般
会
計
補
正
予
算
外
四
補
正
予
算

・
魚
津
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に

っ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
魚
津
市
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会

の
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

な
お
、
公
平
委
員
会
の
委
員
に

魚
津
市
吉
島
八
コ
二
番
地

中
島
金
二
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た

O
魚
津
市
母
子
家
庭
未
就
学
児
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例

。
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護

資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

O
魚
津
市
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

0
・魚
津
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
地
域
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
消
防
団
員
の
定
員

・
任
免
・

給
与

・
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
消
防
職
員
お
よ
び
消
防
団
員

賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

-3-

d

司
観
光
に
一
役
か
い
た
い
経
団
地
区
の
桜
並
木

司
寸
自
羽

一奪
三
一
J
V
-
1
-
J

一晃一一人一一川一

音
対

JUV一

一一一三私
一

一

一:以杭

hAL-

-

J
4
4、if--
治

-

へF
ト%」
凶軽型自国

固
四
i
l
t



広報うおづ

第3種郵便物認可

50.4.1 

表で見る予算の構成

。
手
を
か
そ
う

正Z』三 計 名 昭和49年度 昭和50年度 前年対比

千円 千円 % 

一 骨量 ~ 言十 3，178，100 4，145，400 130.4 

特 思Ij lz』z 計 811 ，307 936，133 115.4 

下水道事業 18，023 16，000 88.8 

簡易水道事業 13，084 8，914 68.1 

国民健康保険事業 648，043 757，000 116.8 

農業共済事業 132，157 154，219 116.7 

.g- 計 3，989，407 5，081，533 127.4 

昭和50年度魚津市当初予算

企建設が進むスーパー農道(石垣地内)

ち
っ
ち
ゃ
な
子
ど
も
と
お
年
寄
り

①住吉保育園改築事業 65，560千円

①農業構造改善事業(上野方地区) 13，534 11 

① 11 (道下地区) 60，173 11 

① 団体営農道整備事業(坪野) 15，000 11 

①老朽ため池整備事業(北山) 19，876 11 

①農免道路整備事業(金山谷) 10，000 11 

① 団体営林道開設事業(駁 説 ) 40，000 11 

① 団体営林道改良事業(課長院議) 5，280 11 

①経団漁港修築事業(目指:3111目) 148，000 11 

①北鬼江青島線道路改良事業 12，000 11 

①都市改造事業(加積地区) 150，000 11 

①街路事業(馬出町、友道線) 60，000 11 

① 第 8号上村木公園築造事業 5，005 11 

①総合公園築造事業 10，000 11 

①消防施設整備事業(宗男献は球) 14，350 11 

①学校建設事業(上野方小体育館改築) 56，600 11 

① 11 (経田小改築事業) 18，380 11 

① 11 (道下小改築事業) 19，935 11 

① 民館建設事業 29，700 11 

①総合体育館建設事業 356，200 11 

①融資単独ほ場整備事業(大菅泊地区) 23，069 11 

① 県単土地改良事業 8，000 11 

①市単土地改良事業 6，000 11 

① 県単林道開設事業 5，000 11 

①市行造林事業 3，500 11 

①市道改良事業(譲改良2:お詳目) 75，000 11 

①小川田団地集会場建設事業 4，950 11 

①失業対策事業 91，984 11 

①災害復旧事業 30，077 11 

①農業近代化整備事業 10，600 11 

①漁業振興整備事業 4，000 11 

①商工業者小口事業資産の貸付預託金 30，00011 

- 4-

50年度の主な事業

一般会計歳入

区 分
昭和50年度

構成比
当初予算額

千円 % 
1.市 干見 1，300，000 31.4 

2.1:也 方 譲 与 平見 .15，000 0.4 

3.娯楽施設利 用税交付 金 13，000 0.3 

4.自動車取得税交付金 33，000 0.8 

5.1:t包 方 交 付 キ見 840，000 20.3 

6.交通安全対策特別交付金 4，600 0.1 

7.分 担金及び負担金 160，970 3.9 

8.使用料及び手数料 79，571 1.9 

9.国 ー庫 支 出 金 882，008 21.3 

10.県 支 出 金 359，136 8.7 

11.財・ 産 ヰ又 入 53，207 1.3 

12.寄 附 金 33，440 0.8 

13.繰 越 金 90，000 2.1 

14.諸 ヰ又 入 69，168 1.7 

15.司7 {賞 212，300 5.0 

メE入3 計 4，145，400 100.0 

一般会計歳出

区 分
昭和50年度

構成比
当初予算額

千円 % 

1.議 ~ 費 68，953 1.7 

2.総 務 費 612，635 14.8 

3.民 生 費 994，231 24.0 

4.衛 生 費 141，653 3.4 

5.労 働 費 95，363 2.3 

6.農林 水 産業費 510，886 12.3 

7.商 工 費 81，664 2.0 

8 土 木 費 441，977 10.7 

9.消 防 費 121，963 2.9 

10.教 育 費 837，106 20.2 

11.災 害 復 |日 費 30，077 

12.公 {貴 費 178，392 4.3 

13.諸 支 出 金 500 0.0 

14.予 イ蒲 費 30，000 0.7 

.g-コ 計 4，145，400 100.0 
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〈
〉
収
益
的
収
支
の
内
容

水
道
企
業
の
損
益
を
表
わ
す
収
益
的

収
支
で
は
、
収
入
と
し
て
、
水
道
料
金

や
受
託
工
事
収
益
な
ど
で
、
前
年
度
よ

り
一
二

r多
い
九
千
二
百
九
十
万
五
千

円
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
支
出
に
お
い
て
は
、
給
水
装
置

取
付
工
事
、
配
給
水
管
の
修
理
、
不
良

メ
ー
タ
ー
器
の
取
替
、
検
針
及
び
集
金

な
ど
の
委
託
料
、
職
員
給
、
減
価
償
却

費
や
長
期
債
の
利
子
な
ど
で
、
前
年
度

よ
り
十
七
・
七
訂
多
い
九
千
七
百
四
十

二
万
五
千
円
が
予
定
さ
れ
、
差
引
で
四

百
五
十
二
万
円
の
欠
損
金
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
昨
年
の
石
油
危
機
以
来

の
異
状
な
諸
物
価
の
高
騰
に
よ
る
も
の

で
、
今
後
は
思
い
切
っ
た
経
営
の
合
理

化
に
よ
り
、
現
行
料
金
体
制
の
堅
持
を

は
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。

資
本
的
収
支
の
内
容

水
道
企
業
の
建
設
改
良
事
業
を
表
わ

す
資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
と
し
て
、

五
千
七
百
万
円
の
企
業
償
を
予
定
し
、

支
出
に
お
い
て
、
第
二
次
拡
張
事
業
計

画
の
当
年
度
施
工
分
と
し
て
、
横
枕
管

理
室
の
築
造
工
事
や
、
配
水
管
の
布
設

工
事
な
ど
が
計
画
さ
れ
、
前
年
度
に
先

行
投
資
し
た
石
垣
配
水
池
に
送
水
で
き

る
よ
う
整
備
し
、
従
来
ま
で
低
水
圧
に

悩
ま
さ
れ
た
地
域
を
解
消
す
る
費
用
な

ど
六
千
九
百
十
四
万
三
千
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
収
入
が
支
出
に

対
し
不
足
す
る
額
千
二
百
十
四
万
三
千

円
は
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
の
留
保
資

金
と
、
建
設
改
良
積
立
金
で
補
て
ん
さ

れ
収
支
の
均
衡
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

続
け
ら
れ
て
い
る
自
然
保
全

へ
の
努
力

呉
東
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

魚
族
保
全
の
た
め
、

3
月
布
施
川
に
サ

ケ
の
稚
魚
、
地
元
産
五
十
五
万
匹
と
山

形
産
四
十
万
匹
を
放
流
し
、
角
川
に
も

三
十
万
匹
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

d

司
サ
ケ
の
放
流
、
布
施
川
で
写
す

野方保育園完成

4月から保育を開始

昨
年
9
月
か
ら
着
工
し
て
い
た
、
野

方
保
育
園
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

4
月

1
日
か
ら
よ
い
子
等
が
入
所
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

同
国
は
上
野
方
小
学
校
の
近
く
に

建
築
さ
れ
総
面
積
六
二
二

・
O
八
平
方

幻
で
、
鉄
筋
平
屋
建
で
す
。
保
育
室
4
、

乳
児
は
ふ
く
室
1
、
遊
ぎ
室
1
、
給
食

室
、
事
務
室
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
工
費
は
六
千
二
百
二
十
万
円
を
要

し
ま
し
た
。
定
員
一
二

O
名
が
入
い
れ

る
近
代
的
施
設
で
あ
り
ま
す
。

V完成した保育園

少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

「少
年
非
行
の
集
団
化
傾
向
に

つ

家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
最
近
の
統

計
に
よ
れ
ば
、
交
通
事
故
を
除
い
た

少
年
事
件
の
う
ち
、

二
人
以
上
共
同

し
て
非
行
を
犯
し
た
、
い
わ
ゆ
る
共

犯
少
年
の
占
め
る
割
合
(共
犯
率
)
は、

五
二

・
一
計
と
、
か
な
り
高
率
を
示

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
罪
種
別
に
見
ま
す
と
、
恐

か
つ
で
は
八

0
・
三
訂
と
最
も
高
く
、

次
い
で
、
強
か
ん
、
強
盗
、
傷
害
の

順
と
な

っ
て
お
り
、
暴
力
を
伴
う
非

行
の
共
犯
率
が
特
に
高
い
こ
と
が
注

目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
層
別
の

共
犯
率
を
見
ま
す
と
、
一
八

・
九
歳

の
年
長
少
年
は
、
四
九

・
二
打
、
二
ハ

・
七
歳
の
中
間
少
年
は
六

0
・
八
軒
、

一
四

・
五
歳
の
年
少
少
年
は
六
四

・
七

山れ
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
層
が
低
く
な

る
に
つ
れ
て
、
集
団
で
非
行
を
犯
す
場

合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
、
こ
れ
ら
の
集
団
非
行
は
、

遊
び
か
ら
発
展
し
て
い
る
も
の
が
少
な

く
な
く
、
ス
リ
ル
を
求
め
る
気
持
や
ス

ポ
ー
ツ
的
な
興
味
か
ら
で
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
少
年
た

ち
の
結
び
付
き
を
見
ま
す
と
、
ボ
ー
リ

ン
グ
場
や
喫
茶
庖
に
出
入
り
し
て
い
る

う
ち
に
仲
間
と
な
る
の
が
四

・
六
灯
、

-5-

い
て
」

判
所
だ
よ
り

家
が
近
所
で
あ
る
と
か
、
幼
な
じ
み
で

二
七

・
七

r、
学
校
関
係
か
ら
と
い
う

の
が
五
一

・
四
行
と
な
っ
て
お
り
、
学

校
で
の
遊
び
仲
間
と
い
う
関
係
が
約
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
。

少
年
た
ち
を
こ
の
よ
う
な
集
団
非
行

か
ら
守
り
、
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め

に
は
、
特
に
、
親
や
先
生
が
少
年
期
特

有
の
心
情
を
理
解
し
、
少
年
た
ち
の
成

長
し
て
い
く
可
能
性
を
十
分
伸
ば
す
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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か
あ
な
た
の

あ
の
み
ち
¥
そ
の
み
ち
¥

こ
う
さ
て
ん

あ

す

票
が
県
政
の
明
日
を
聞
き
ま
す
グ

4
月
日
日
〈
日
〉
は
、

『
富
山
県
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
日
で
す
』

よ」
ω
・
れ
、
ず
に
投
票
を
|

富
山
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
県
民
生

活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
選
挙
で
す
。

選
挙
公
報
も
発
行
さ
れ
ま
す
か
ら
、
候

補
者
の
政
見
を
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、

よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

V
投
票
所
施
設
の
変
更

投
票
所
の
施
設
と
し
て
使
用
し
て
き

た
、
大
泉
寺
お
よ
び
高
岡
日
大
高
校
魚

津
校
舎
は
、
こ
の
た
び
、
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ーま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

-
魚
津
第
二
投
票
所

安

成

寺

・
加
積
第
一
投
票
所

吉
島
公
民
館

1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIilllll11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

天よら油(450g入)で、5円から 12円、サラダ油(l，650g入)

で25円も安くな った庖があり、一方ミツカン酢(500m.e入)

で'.10円ほど引上げ.た庖がありました。

灯油(200e配達)は、最高が6，600円となり 6，800円の庖舗
がなくなり、引き続いて値下がり傾向をみせております。

V下の表中O印は毎月 15日調査の 6庖の平均価格です
49年 50年 50年 50年 50年 3月における 49年比月 50年月

ロロ日 目 メーカー ・~ 名 容;量 4月平均 1月平必] 2月平均 3月平路] 最低ー最高 4 /'l -鮫3 、，
f 

199円 294 円 29同1 29円1 
円円 % 

i1レ
う 糖油
日 新 カ ‘ソ プ 1 kg 285- 295 146 

し よ キッコマン キ ッ コマン 2 (( 412 425 420 420 420- 102 
食 用 t由 味 J の 素 天プラ油 1，650 g 467 712 703 703 695- 720 151 

11' -、 11 11 450 g 137 184 184 182 178- 185 133 
11 11 サ ラダ油 1，.650 g 535 812 815 808 785- 820 151 

IJ， - .麦 粉 日 清 勺 ラワー 1 kg 132 132 132 131 128- 135 99 
即席めん 明 星 明星 18 番 100 g 47 44 44 44 43- 45 94 

11 日 清 出前一丁 100 g 49 48 48 48 48- 49 98 
。乾 ゲ〉 ん 日清食品 No. 1 うどん 250 g 54 54 55 53- 58 
みそ 日本海みそ

雪雪雪ちゃ印印んの1ソιこう海フじ'み道そト
1 kg 221 237 236 236 230- 240 107 

バター 雪 印乳業 225 g ，225 289 289 288 285- 290 128 
マーガリン 雪 印乳業 225 g 

11440 1 
210 208 207 198- 218 147 

11 味 の索 マリーナソフト 225g 198 201 206 175- 215 146 
食グ?げミン酸ソ・ー酢ダ 味の索 味の 素 120 g ‘'174 216 217 217 210- 230 125 

ミツカン ミツカン 500mt 104 122 124 126 115- 135 121 
L P ガス 一 一 10kg 1，279 1，450 1，450 1，450 1 ， 300 -1 ，500 113 
士丁 油 一 一 18.e庖頭 380 605 600 598 580- 610 157 

11 一 一 200.e配達 4，192 6，716 6，583 6.550 6，500-6，600 156 

- 6-

今回の調査では、対象品目のいずれの品物も豊富に出 、

回っており、価格も 2月に比べて安定を続けております。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 



老
人
保
養
セ
ン
タ
ー
「
新
川
荘
」

利
用
料
金
が
変
わ
り
ま
し
た

老
人
の
皆
さ
ん
や
身
体
障
害
者

の

皆

で

す

。

さ
ん
の
健
康
、
休
養
施
設
と
し
て
ご
利

用
を
い

た
だ

い
て
お
り
ま
す
老
人
保

養
セ
ン
タ
ー

「
新
川
荘
」
で
は
、

4
月
.

1
日
か
ら
利
用
料
金
の
一
部
を
改
正
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
改
正
は
、
、

ー

宿
泊
料
で
は
、
成
人
に
つ
い
て
、

泊

「一

、

一
O
O
円」

か
ら

「
一
・、
五

O

宿

O
円
」
に
、
食
事
料
で
は
、
夕
食
に
つ

い
て

「
六

O
O
円
」
か
ら
「
七

O
O
円
」

に
、
暖
房
料
で
は

「
一
O
O
円
」
か
ら

山一

二

五

O
円
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

用

こ
れ
は
、
物
価
や
人
件
費
の
値
上
が

併

り
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

港

新
し
い
利
用
料
金
は
、
次
の
と
お
り

和

区分 宿泊料

時13奉仕料 暖房料老人(60歳以上) 800
1 

10 % 1 5~.1 

そ
成人 1，500 300 700 10 150 

』グ〉 中学生 800 300 700 10 15O' 

‘他 小学生 700 300 700 10 150 

一
休憩利用料

区 分 利用区分 大広間 客 室奉仕料 i暖房料

1 日 10 % 

老人(60歳以上)
半 日 200 250 10 50 

l 日 400 500 10 100 
成人
そ 半日 250 300 10 50 、

1 日 300 戸 400 ， 10 100 
.σ〉 中学生 、

半 日 150 200 10 50 

他 l 日 200 250 10 100 
小学生
半日 100 150 10 50 

汐
庭
に
緑
を
4

苗
木
を
植
え
て

緑
化
を
進
め
よ
う

寒
い
冬
も
去
っ

て
花
の
つ
ぼ
み
も
ほ

こ
ろ
ぶ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
花
と
緑

で
明
る
い
生
活
環
境
を
作
る
た
め
に
、

市
民
こ
ぞ

っ
て
花
や
木
を
植
え
ま
し
ょ

、円ノ
。「
あ
ん
ず
」
の
苗
木
を
無
償
配
布

「富
山
の
自
然
と
文
化
を
守
る
会
」

で
は、

環
境
美
化
運
動
の

一
環
と
し
定

植
樹
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
本
年
は

緑
の
月
間
に
、.
新
た
に
育
ι

っ
た

「あ
ん

ず
」
の
苗
木
を
一左
記
に
よ
。り
希
望
の
方
γ

に
無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

. 
‘官‘ 

上下水道触を隔月集金に
4月から実施

主 、"

今まで、 上下水 道使用料金を毎月集金して来ま

したが、 経費節約のため、 4月 か らは、隔月 集 金

となりますからお知らせします。

.れ これは 、 物価上昇に対処して経営の円滑化をは

か;るために行なうもので、市民の皆さんのご協力

月を'お願いします。 なお、 4月から 実 施する検針の

省jおよび検針人 、 集 金人の氏名は下の表のとお
マ)で:す 。

水道検針地区別月割衰 (検針及び集 金 人 の氏名 )

地 ‘ 区 名 検針人氏名 -lI!金人氏名 検針する月

金浦区、火の宮区 稲場主主志子
副総美恵子

(ii?i) 
下.道住宅、小川団住宅 {左生とみ

n:依寺区区東、%小出区、荒町区
双葉方 、 路区、寺町区 布~í t~ 

北野 F骨子
回町会区

文化町全区 i左 生

明臼八王代屋里区区、新道区、紺屋区、八峨区、
、南町全区、新町会区 布n 場

j由本ふみ
区

諏訪町1区、2区、 4区、 5区 {左 生

金屋全区、 町関区川、区角、上町会区 府i 場
住吉区、 阿 川区、僑場区 浜{主 j羊子

大光寺金区、諏訪3区、事111明町 1主 生 ¥ 

高校前住宅、吉';.¥'8区 桁i t揚
国I!fJt 幸校

上村木全区 1主 生 ， 

釈迦堂、新金屋町会区、本江全区
並木町、国鉄アノマート 、!主 生 川Mlみゆき

" 
北鬼江

東山. 中山 常之

f-f初日
広 l新

安回与吉
天神野新 関口 J心秀
東尾崎 他地 静~t
村木9区-16区 桁i f必

"i¥'1it局美IM.子

u日)
本新、北中住宅、"l!Uゐ住宅 佐 生
川原区、官1f指区、下新会区 l左 生 北野玲子

友道全区、大町 1左 生
idJ本ふみ

中島尚子
ーケ、住吉

村木17区、港町、花町 1主 生 浜住洋子

古晴海品6区、 7区、相ノ木、六日1¥丸 l誕w主幹校
ヶ丘 ，

仏国:本江 川辺みゆき

江臼 江議輿八

立2五:吉島新町、 吉山住宅 -沢岡悦子

袋道坂、六郎丸3区 fiii 場 flIIf芙越{乍
成田す、'子

横枕 広瀬みどり
コ悶 長岡みどり

印図 佐々固たあ

石煩新 只石義雄

下!和一ケ 高m丈{言
本江:(一部) 中島千恵子

措E聖t....f.主吉 1左 生 寺悶幸子

ft..図促進住宅 一木T.i美子

宮i~t 村上消作
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今
月
の
納
税
固
定
資
産
税
第
一
期
分
納
期
良
ま
4
月
初
日
で
す
。

軽

自

動

車

税

p
l

L
l
d
一戸

‘，
川ぺ-河
口
日
(川
)
沖
訓

M
J位内

バいに
J

h
4
U
nか午

後
・4
時
‘ま
で

Z
場

所

一・島
常
布
民
川会
館
横
の
広
場
u

a即叫
が

府
教
吋〈
ホペ

0
…ぴ
，Q
本

‘
J

た
だ
凶
一予
定

着
順
に
泌
ザ
来
事
。
k
f

v苗
木
と
庭
樹
の
即
売

魚
津
市
緑
化
推
進
委
員
会
な
ど
が
主

催
と
な
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
苗
木
な
ど

の
即
売
会
を
聞
き
ま
す
か
ら
、
緑
化
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
e

O
期
日

4
月
5
日
出

午
前
9
時
i
午
後
3
時
半

魚
津
市
民
会
館
横

売

品

O
場
所即

庭
園
樹
ビ
マ
ず
ヤ
ジ

i
ダ
ド
、
金
木
犀
、
貝

・
塚
伊
吹
、
黒
松
、
山
茶
花
(
赤
)
、
日

光
ひ
ば
、
野
村
楓
、
月
桂
樹
、

乙
女

椿
、
五
葉
松
、
そ
の
他
各
種

盆

裁錦
松
、
棋
相
、
五
葉
松、

桜
(
朝

B

，
山
)
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク、

観
音
竹
、
サ

ボ
テ
ン
各
種
、

ア
ザ
レ

ヤ
、
サ
ン

ス

ベ
ぃリ
ヤ
、
ゴ

ム、

か
い
ど
う
、
そ
の

他
各
種

果

樹富
有
柿
、
平
種
無
柿、

桃
(
倉
方
、

・大
久
保
)、
梨

(幸
水、

廿
世
紀
)
、
プ

ド
勺

(
キ
ャ
ン
ベ
ル
ス
)
、
梅
(
白
加

賀
)、
栗、

そ
の
他
各
種

主

催

魚

津

市

緑
化
推
進
委
員
会

花
と
緑
の
銀
行

魚
津
市
森
林
組
合
J

・共
催

・東
部
林
業
組
合

- 7-



て
、
立
候
補
推
せ
ん
屈
を
提
出
し
、
候

補
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
立
候

補
届
出
は

5
月
日
日
か
ら

5
月
M
日
ま

で
で
す
。

加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
持
っ
て
い
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
個
の

V
土
地
共
有
者
の
選
任
届

員
の
任
期
が
、
来
る
6
月
口
日
で
満
了
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

宅
地
を
共
有
し
て
持
っ
て
い
る
人
や
、

し
ま
す
の
で
、
次
の
日
程
に
よ
り
選
挙

V
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

共
同
借
地
権
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
か

を
行
い
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
は
、
昭
和
印
年
4
月
8
日
ら
代
表
者
一
人
を
選
ん
で
そ
の
人
の
住

V
委
員
の
定
数
は
叩
名

現
在
の
宅
地
所
有
権
者
、
借
地
権
者
を
所
、
氏
名
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

委
員
の
定
数
は
叩
名
で
、
選
挙
に
よ
っ
も
っ
て
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。
こ

の

名

せ

ん

。

て
選
出
さ
れ
る
委
員
は

8
名
で
す
。
(

内

簿

を

4
月
口
日
か
ら
4
月
初
日
ま
で
2

V
法
人
の
選
挙
権
行
使
指
定
者
の
届
出

一
名
は
、
借
地
権
者
側
の
委
員
)
あ
と
週
間
市
役
所
都
市
計
画
課
で
縦
覧
に
供
選
挙
人
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

の
2
名
は
、
市
長
が
選
任
す
る
学
識
経
し
ま
す
。
脱
漏
や
、
相
続
証
明
な
ど
、
法
人
が
指
定
す
る
証
明
書
を
提
出
し
な

験
委
員
で
、
合
計
叩
名
で
構
成
さ
れ
、
異
議
の
申
し
立
て
は
、
こ
の
期
間
中
に
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

任
期
は
五
か
年
間
で
す
。

必
ず
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間

V
宅
地
所
有
権
者
ま
た
は
借
地
権
者
が

V
委
員
の
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
を
過
ぎ
ま
す
と
、
名
簿
へ
の
登
載
は
で

死
亡
し
て
い
る
と
き

事
業
施
行
区
域
内
に
、
宅
地
の
所
有
権
、
き
ま
せ
ん
。

そ
の
権
利
を
相
続
し
て
い
る
こ
と
を
証

ま
た
は
借
地
権
(
登
記
を
し
て
あ
る
か
、

V
立
候
補
お
よ
び
立
候
補
推
せ
ん
届

明
す
る
書
類
(
共
同
相
続
の
場
合
は
そ

ま
た
は
市
へ
申
告
を
し
て
あ
る
も
の
)
事
業
施
行
地
区
内
の
宅
地
所
有
権
者
お
れ
ら
の
同
意
書
)
を
、
選
挙
人
名
簿
縦
覧

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
選
挙
権
お
よ
び
よ
び
借
地
権
者
の
う
ち
、
法
令
に
特
別
期
間
中

(
4
月
げ
日
か
ら
4
月
初
日
ま

被
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
宅
地
の
定
め
が
な
い
者
以
外
は
だ
れ
で
も
立
で
)
に
提
出
し
た
場
合
に
は
、
選
挙
権

に
つ
い
て
所
有
権
と
借
地
権
の
両
方
を
候
補
届
や
、
他
の
選
挙
人
の
承
諾
を
得
お
よ
び
被
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

目

玉

昭

和

的

年

度

の

魚

津

市

納

税

功

労

者

石

垣
平
区
納
税
貯
蓄
組
合

贈

へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
は
、
3
月
5
日

午

入

船

区

納

税

貯

蓄

組

合

ふ
伊
』

後
1
時
却
分
か
ら
市
役
所
で
関
係
者
約

@
昭
和
刊
単
年
度
納
期
内
完
納
組
合

仲
仏

百
名
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
、
つ
ぎ
の
八
幡
区
、
上
三
ヶ
区
、
浅
生
区
、

謝

優
良
納
税
功
労
者
2
名
、
並
び
に
優
良
上
野
区
、
有
山
区
、
舛
方
区
、

感

納
税
貯
蓄
組
合
幻
団
体
に
清
河

市

長

か

湯

上

区

、

小

菅
沼
区
、
池
谷
区

ド
ル

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

坪

野
区
、
石
垣
平
区
、
文
化
町
1
区、

者

@

優

良

納

税

功

労

者

文
化
町
2
区
、
貝
回
新
区
、
島
尻
1
区、

出
カ

文

化

町

区

長

谷

川

作

次

郎

島
尻
2
区
、
東
城
1
区
、
黒
谷
2
区、

功

東

城

二

区

山

城

定

一

山
女
1
区
、
山
女
2
区
、
平
沢
2
区、

税

。

優

良

納

税

貯

蓄

組

合

大
菅
沼
区
、
岡
仏
国
区
、
旭
芸
妓
組
合
、

納

(昭和

2
5で納
期
内
申請
の
組
合
)

入
船
区
、

広報うおづ
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加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

員

の

選

挙

|

投

票

日

は

6
月
刊
日
|

-2個人・ 27団体ー

あ
ぶ
ら
の
流
出
に

注
意
日

-両

市
ら

近
年
石
油
類
に
よ
る
水
田
被
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
田
植
え

の
時
期
に
な
り
、
石
油
類
に
よ
る
被
害

が
最
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
自
動
車

修
理
工
場
か
ら
洩
れ
出
し
た
あ
ぷ
ら
が

田
植
え
を
し
た
ば
か
り
の
水
田
へ
流
れ

込
ん
で
水
稲
へ
苗
)
が
立
枯
れ
を
し
、
全

滅
す
る
な
ど
の
被
害
が
数
件
と
、
自
動

車
修
理
工
場
か
ら
流
れ
出
た
あ
ぶ
ら
に

よ
り
、
養
鯉
場
の
稚
魚
が
全
滅
状
態
に

な
る
な
ど
、
約
四
百
万
円
の
被
害
が
出

て
お
り
ま
す
。

特
に
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
自
動

車
修
理
工
場
、
鉄
工
、
機
械
工
場
等
は
、

あ
ぷ
ら
の
取
扱
い
に
充
分
注
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。

万
一
、

m
w
w
類
が
流
れ
出
し
て
、
水

田
等
に
被
害
を
与
え
て
し
ま
う
と
、
多

大
な
損
失
の
弁
償
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

研
一
冊
類
を
使
用
す
る
事
業
場
等
は
、

事
前
に
油
分
離
槽
を
よ
く
点
検
し
て
、

万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。

暖
か
く
な
る
に
つ
れ
各
家
庭
で
ご
使

用
の
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
の
始
末
の
際

灯
油
の
残
り
や
、
廃
油
な
ど
を
捨
て
た

り
流
す
こ
と
は
、
絶
対
し
な
い
よ
う
充

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
実
施
年
の

人
口
動
態
調
査
に
ご
協
力
を

- 8-

今
年
は
、
国
勢
調
査
の
実
施
年
に
当

り
ま
す
が
、
厚
生
省
が
実
施
し
て
い
ま

す
人
口
動
態
調
査
で
は
、
こ
の
実
施
年

の
印
年
4
月
1
日
か
ら
翌
日
年
3
月
幻

自
ま
で
の
一
年
間
に
発
生
し
た
出
生
、

死
亡
お
よ
び
死
産
や
婚
姻
、
離
婚
の
届

書
に
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
、
ま
た
、
死
亡

の
届
出
の
場
合
は
産
業
も
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
調
査
票
を
作
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
年
に
一
度
国
勢
調
査
に

合
わ
せ
て
、
人
口
動
態
の
面
か
ら
、
ど

う
い
う
職
業
の
方
に
お
子
さ
ん
が
多
く

生
れ
、
ど
う
い
う
職
業
、
ど
う
い
う
産

業
の
方
に
死
亡
者
が
多
い
か
な
ど
を
調

べ
て
、
保
健
福
祉
に
役
だ
て
る
資
料
を

作
る
た
め
に
行
な
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

届
出
の
事
由
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市

役
所
市
民
課
の
窓
口
に
記
入
の
ひ
な
が

た
が
備
え
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
正
し
く

ご
記
入
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。



。生後91日以上の犬は毎年 l回市

町村役場に申請して犬の登録をし

鑑札を受け毎年 2回春と秋に狂犬

病予防注射を受けることになって

います。

1>登録手数料300円1>注射料340円

1>注射済票交付手数料60円1>登録

及び注射は次の近い場所で受けて

ください。

犬の登録と

予防注射

広報うおづ

第3種郵便物認可

50.4. 1 

大
久
保
与
作
氏

市
に
漆
器
芸
術
品
の

力
作
を
寄
贈

こ
の
た
び

、
大
久
保
与
作
氏
が
、

力
作

・
乾
漆
式
漆
器
芸
術
パ
ネ
ル
題

名
「
夏
の
剣
」

m
m
×
幻
仰
を
、
建
設

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
水
族
館
へ

、

ま
た
、
優
雅
な
か
ぎ
り
衝
立
題
名
「
秋

の
剣
」
を
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
寄
贈
さ

れ
、
市
の
文
化
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

作
品
は
い
づ
れ
も
、
魚
津
漆
器
の
技

。4月8日(火)
9時-9時30分

10時-10時30分

11時-12時

術
を
縦
横
に
駆
使
し
た
力
作
で
、
氏
の

高
い
芸
術
の
香
り
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い

ま
す
。

昨
年
寄
付
さ
れ
た
「
夜
明
け
」
と
と
も

に
、
お
と
ず
れ
る
市
民
の
心
を
た
の
し

ま
せ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

企寄贈されたパネル「夏の剣」

入
学
入
園
児
の

交
通
事
故
を
防
止

し
よ
う

4
月
は
、
新
入
学
新
入
国
の
時
期
で

す
。
な
れ
な
い
生
活
な
ど
か
ら
交
通
事

故
に
あ
い
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

つ
ぎ
の
こ
と
を
よ
く
守
り
児
童
、
園

児
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。 西布施連絡所

天神公民館

片貝連絡所

。4月 9日か'K)
9時-10時 吉島公民館

10時30分 -11時30分

江口 、江I幡三次宅

日カ青島社宅

経団福祉会館

13時-14時

14時30分 -16時

企ついたて「秋の剣」

。
必
ず
決
め
ら
れ
た
道
路
を
歩
き
、
急

ぐ
と
き
で
も
ほ
か
の
道
路
を
通
ら
な
い

よ
う
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

。
登
校
(
園
)
は
な
る
べ
く
集
団
で
行
な

い
、
引
率
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
指

示
に
従
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
保
護
者
は
、
朝、

子
供
を
送
り
出
す

と
き
は
、

『気
を
つ
け
て
ネ
』
の
愛
の

一
声
を
忘
れ
ず
に
か
け
ま
し
ょ
う
。

。
忘
れ
物
を
し
て
も
時
聞
の
な
い
時
は
、

取
り
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ

、「
，，。ま
た
、
自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
方
も
、

春
は
気
候
が
岐
か
く
な
る
た
め
、
居
眠

り
運
転
に
よ
る
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

充
分
に
身
体
を
休
め
て
絶
対
事
故
を

お
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
運
転
し
、

新
入
学
(
園
)
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

北
陸
財
務
局
よ
り

『歩
積
・
両
建
預
金
に

関
す
る
苦
情
の
受
付
け
』 。4月10日(木)

9時-10時 上中島連絡所

10時30分 -11時農協松倉支所

11時30分 -12時30分

北山鉱泉前

<>4月11日幽

9時-11時

13時-15時

大町小学校々庭内、工業試験場

村木小学校

北
陸
財
務
局
富
山
財
務
部
で
は
、
従

来
か
ら
歩
積

・
両
建
預
金
に
関
す
る
苦

情
等
を
次
の
方
法
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
い
つ
で
も
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
し
出
の
方
法

l

北
陸
財
務
局
富
山
財
務
部
理
財
課

(
富
山
市
丸
の
内
一
丁
目

5
番
目
号

電
話
0
7
6
4
l
n
1
5
5
2
1
)

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
勤
務
時
間
中

な
ら
い
つ
で
も
苦
情
等
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

2

富
山
財
務
部
ま
で
お
越
し
で
き
な

い
方
は
、
市
役
所
商
工
水
産
課
又
は

商
工
会
議
所
に

「
歩
積

・
両
建
預
金

苦
情
申
出
票
」
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

こ
れ
に
所
要
事
項
を
記
入
し
て
前
記

富
山
財
務
部
あ
て
に
郵
送
き
れ
で
も

結
構
で
す
。

な
お
、
申
し
出
に
な
っ
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
金
融
機
関
が
申
出
入

に
対
し
て
不
利
な
取
扱
い
を
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
財
務
部
で
監
督
い

た
し
ま
す
。

<>4月12日仕オ

9時-10時農協上野方支所前

10時30分 -11時30分

住吉小学校

魚津保健所

魚津市役所前

13時-15時

く>4月13日(日)

9時-12時

0

0

0

0

0

0

0

0

一

標
準
小
作
料
を
改
正

…

魚
津
市
農
業
委
員
会
で
は
、

3
月

5
日
…

開
催
の
総
会
で
、
次
の
通
り
標
準
小
作
一

料
を
改
正
し
ま
し
た
。

一

魚
津
市
標
準
小
作
料
(
回
の
部
叩
ア
l
ル
当
り
)
一

一

段
階
の
区
分
一
標
準

小

作

料

一
一

一
5

2

0
同一

1
一
2

3
、
0
0
0
円

一
中

一

F
b
o
o
n
-

2
一

2

0

5

0

o

n

-
-

一4
8

0
H
一
3
一

1
7
F
b
o
o
n
-
-

4

6

0
H
一

4
一

1

4

5

0

O

N

-

-

4
4
0
H
一
5
一

1

1

0

0

O

N

-

-

4

2

0
H
一
6
一

7
F
D
O
O
M
-
-

但
し
、
こ
の
標
準
小
作
料
は
、
昭
和
羽
一

年
叩
月

1
日
以
降
に
新
し
く
賃
貸
借
を

一

し

た

も

の

に

適

用

さ

れ

ま

す

。

一

な
お
、
旧
か
ら
の
小
作
地
の
場
合
は
、
一

昭
和
田
年

9
月
初
日
ま
で
統
制
が
継
統
一

さ
れ
て
い
ま
す
。

一

- 9 ー
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読
書
の
す
す
め

ω

本
好
き
な
子
に
す
る
た
め
に

一
問
一
答
:
:
:
③

何
歳
ま
で
読
ん
で
や
れ
ば
い
い
か

問
l

「
読
ん
で
」
と
い
う
の
で

い
つ
も

読
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は

自
分
で
読
む
ク
セ
が
つ
か
な
い
と
思
い

ま
す
。

い
く
つ
ま
で
読
ん
で
や
っ
て
い

い
の
で
す
か
。

答
ー
小
学
校
一
年
生
ぐ
ら
い
ま
で
は
読

ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
二
年
、
三
年

生
で
も
時
に
は
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ま
し

て
幼
児
期
な
ら
自
分
で
読
ま
せ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
読
む
ク
セ
は
、
お
と
な
が
無

理
に
つ
け
よ
う
と
し
て
も
つ
き
ま
せ
ん
。

本
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
自
発
的
な
も

の
な
の
で
す
。

そ
う
い
う
自
発
的
な
力
を
養
う
に
は
、

幼
児
期
か
ら
一
年
生
に
か
け
て
絵
本
や

童
話
を
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
が
最
良
の

方
法
で
す
。
そ
こ
で
物
語
の
お
も
し
ろ

さ
を
十
分
に
わ
か
ら
せ
、
そ
れ
を
通
し

て
本
の
た
の
し
さ
を
知
り
、
本
へ
の
親

し
み
を
も
た
せ
る
こ
と
で
す
。

本
が
た
の
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
知
っ
た
子
は
、
お
と
な
が
禁
止
し
て

も
か
く
れ
て
で
も
本
を
読
み
ま
す
。
本

好
き
な
子
は
、
た
め
に
な
る
か
ら
本
を

読
ん
で
い

る
の
で
は
な
く
、
お
も
し
ろ

い
か
ら
読
ん
で
い
る
の
で
す
。

一
度
本
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
る
と
、

五
、
六
歳
の
子
ど
も
で
も
、
そ
う
そ
う

い
つ
も
い
つ
も
お
と
な
が
読
ん
で
く
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
か
ら
、
自
分
で
も

読
も
う
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
し
て
一
年
生
で
字
が
読
め
る
の
な

ら
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
他
人
が
読
ん
で

く
れ
る
の
を
ま
っ
て
い
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。

何
は
と
も
あ
れ
、
小
学
校
入
学
前
に
、

本
の
お
も
し
ろ
さ
、
物
語
の
た
の
し
さ

を
知
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、

子
ど
も
が
心
の
底
か
ら
満
足
す
る
お
も

し
ろ
い
絵
本
や
童
話
を
読
ん
で
あ
げ
る

こ
と
で
す
。

お
話
の
内
容
が
わ
か
っ
て
い
る
の
か
し
ら

問
|
本
を
読
ん
で
や
っ
た
あ
と
、
お
話

が
よ
く
わ
か
っ
た
か
、
お
も
し
ろ
か
っ

た
か
を
確
か
め
る
い
い
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
聞
い
て
も
は
っ
き
り
答
え
て

く
れ
ま
せ
ん
。

答
ー
あ
な
た
自
身
が
、
何
か
小
説
を
お

読
み
に
な
っ
た
直
後
に
、
だ
れ
か
が
あ

な
た
に
そ
の
小
説
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

の
質
問
を
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
あ

な
た
は
快
万
乱
麻
の
ご
と
き
答
え
を
し

て
、
質
問
者
を
満
足
き
せ
る
こ
と
が
お

で
き
に
な
り
ま
す
か
?

あ
な
た
は
そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
子
ど

も
に
要
求
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。

一
冊
の
本
と
い
う
も
の
は
、
た
っ
た

一
度
読
ん
だ
だ
け
で
何
も
か
も
理
解
で

き
る
ほ
ど
簡
単
で
手
軽
な
も
の
で
は
な

い
よ
う
で
す
。

読
ん
だ
あ
と
、
時
間
を
か
け
て
反
す

う
す
る
た
の
し
み
と
、
そ
の
間
に
す
こ

し
づ
つ
作
者
の
い
い
た
い
こ
と
が
は
っ

き
り
し
て
く
る
あ
の
た
の
し
さ
は
何
と

も
い
え
ま
せ
ん
。

読
書
は
、
本
を
読
ん
で
い

る
と
き
が

読
書
で
は
な
く
、
む
し
ろ
読
み
終
わ
っ

た
あ
と
の
時
聞
が
た
い
せ
つ
な
の
で
は

な
い
か
と
お
も
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
子
ど
も
に
絵
本
を
読
ん

で
あ
げ
る
と
き
で
も
、
は
じ
め
て
の
本

な
ら
特
に
、
読
後
は
何
も
質
問
し
な
い

こ
と
で
す
。(
子
ど
も
が
話
し
か
け
て
き

た
ら
別
で
す
が

)

も
し
ど
う
し
て
も
確
か
め
た
い
な
ら
、

二
度
、
三
度
と
く
り
か
え
し
読
ん
だ
あ

と
で
、
子
ど
も
が
十
分
に
自
分
の
心
の

中
で
読
書
を
し
た
あ
と
で
、
ゆ
っ
く
り

と
話
し
か
け
て
み
る
こ
と
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
子
ど
も
な
り
に
意
見
も

で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
し
、
感
じ
た
こ

と
を
整
理
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ

う
。
本
を
読
ん
だ
あ
と
必
ず
質
問
す
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
習
慣
に
な
っ
て

い
た
ら
、
子
ど
も
は
本
ぎ
ら
い
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

読
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
間
中
、
す
ん

だ
と
き
に
さ
れ
る
質
問
が
気
に
な
っ
て

お
ち
お
ち
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

物
語
を
た
の
し
む
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、

む
し
ろ
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
苦
痛
に

な
る
で
し
ょ
う
。

本
は
子
ど
も
を
苦
し
め
る
た
め
に
あ
合
*
合

*
合
*
会
*
会
合
合
合

合
合
合
合
合

る
の
で
は
な
く
、
た
の
し
ま
せ
る
た
め
げ

h

E

F

t

-

に
あ
る
の
で
す
。
何
が
何
で
も
質
問
し
、
け
持
組

圏

伊

月

ト

R
b
b

確
か
め
ず
に
い
ら
れ
な
い
お
と
な
の
手
付
翠
島
園

田
白

扇

酬

創

圃

に
か
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
傑
作
も
色
あ
げ

au嗣
W
M司
4
/a
E
Eて

せ
る
で
し
ょ
う
。

*

』

a
m可
』

a
E曹
司

台

ー

お

と

な

の

自

己

満

足

の

た

め

に

子

ど

*

。

お

む

つ

で

ふ

せ

げ

る

も
の
た
の
し
み
を
う
ば
う
こ
と
は
や
め
れ

ニ

関

節

脱

臼

。

ま
し
ょ
う
。

合

市

で

ま

、

毎

月

3
ヵ
月
児
に
股
関

*

ー

そ
ん
な
こ
と
を
し
な
く
と
も
、
子
ど
合
節
脱
臼
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

合

も
の
生
活
を
し
っ
か
り
見
て
い
さ
え
す
合
昭
和
的
年
度
に
は

m
人
が
受
検
し
そ

合

れ
ば
、
子
ど
も
の
遊
び
ゃ
会
話
の
中
に
、
占
H

の
初
%
に
当
る
、
附
人
に
異
常
が
発

本
の
影
響
は
い
く
ら
も
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
け
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
病
気

(
絵
本
の
与
え
か
た
よ
り
)

*

も
、
生
ま
れ
た
直
後
か
ら
赤
ち
ゃ
ん

合

こ
れ
で
読
書
の
す
す
め
シ
リ
ー
ズ
は

*
の
取
り
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と
に
よ

合

一
応
お
わ
り
ま
す
。
五
月
か
ら
は
「
あ
*
り
、
自
然
に
治
ゆ
し
て
し
ま
う
場
合

合

な
た
と
図
書
館
」
を
連
き
い
い
た
し
ま
*
や
、

3
ヵ
月
で
脱
臼
が
発
見
さ
れ
て

す
。

日
も
、
程
度
が
軽
く
な
っ
て
い
る
例
が

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す
:
気
軽
い
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
合

原
因

l
赤
ち
ゃ
ん
が
母
体
の
中
に
入

-R 

魚
津
市
立
図
書
館
n
1
0
4
6
2

合
っ
て
い
る
た
め
に
は
、
あ
る
て
い
ど

-H 

へ
市
民
会
館
と
な
り
)

会

関
節
の
袋
が
ゆ
る
ん
で
い
な
く
て
は

参

加

し

ま

せ

ん

か

?

げ

な

り

ま

せ

ん

。
中
に
は
、
脱
臼
す
る

魚

津

の

史

跡

め

ぐ

り

*

ま

ど

ゆ
る
ん
で
い
る
と
き
も
あ
り
ま

A
H

，v
 

魚
津
歴
史
同
好
会
で
は
、
市
南
部
の

脅

す
。
こ
の
ゆ
る
み
は
、
生
後
急
速
に

会

主
な
史
跡
を
た
ず
ね
る
こ
と
に
し
ま
し

*

消
失
し
て
ゆ
き
ま
す
が
、
こ
の
と
き

合

た
。
当
日
は
自
家
用
車
に
分
乗
し
て
ま

*
に
扱
い

方
が
悪
い
と
脱
臼
し
た
ま
ま

わ
る
予
定
で
す
の
で
、
車
の
都
合
の
つ
れ
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

く
方
は
、
出
来
る
だ
け
車
で
お
い
で
く
合

上
手
な
と
り
あ
っ
か
い
方
|
股
関
節

-R 

だ

さ

い

。

合

を

蛙

の

よ

う

に

曲

げ

て

拡

げ

て

い

る

-R 

日
時

4
月
四
日
(
土
)
午
後
1
時

1

合
の
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
自
然
な
脚
の
形

集

合

場

所

大

泉

寺

げ

で

、

こ

れ

を

き

ま

た

げ

ず

、

し

か

も

探

訪

先

大

泉

寺
、
魚
津
城
祉
、
桃
け
自
由
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

原
寺
、

青
山
佐
渡
守
墓
、
託
け
に
す
る
の
が
、
上
手
な
取
り
扱
い
方

法

寺

け

で

す

。
こ
の
よ
う
に
し
た
た
め
に
、

く
わ
し
く
は
魚
津
市
立
図
書
館

一
般
室

合

へ
。

日

- 10-



を
与
え
て
い
ま
す
。

4
月
の
歩
こ
う
会

@
赤
星
病
の
防
除
時
期
と
方
法

4
月
6
日
:
:
:
天
神
山
方
面

赤
星
病
を
伝
散
す
る
小
生
子
(
飛
散
電
鉄
魚
津
駅
午
前
9
時
出
発
|
横
枕

胞
子
)

の
出
来
る
時
期
は
、

4
月
上
旬

l
ゴ
ル
フ
場
|
歴
史
民
俗
資
料
館
ー

か
ら

5
月
上
旬
ご
ろ
で
す
。
防
除
方
法

天
神
山
|
帰
り
は

パ
ス
を
利
用
。

は
、
こ
の
期
間
に

7
日
な
い
し
、
日
日

歩
こ
う
会
こ
と
し
の
日
程
(続
き
)

間
隔
に
三
回
、

石
灰
硫
黄
合
剤
の
三
十

倍
液
(
水
叩
リ

ッ
ト
ル
に
原
薬
抑
∞
を

7
月
6
日
:
:
:
新
川
育
成
牧
場
方
面

混
合
)
を
、
樹
の
内
部
ま
で
ま
ん
べ
ん
魚
津
警
察
署
午
前
8
時
四
分
発
パ
ス

に
む
ら
な
く
か
か
る
よ
う
に
散
布
し
て
|
黒
部
警
察
署
前
下
車

|
新
川
育
成

く
だ
さ
い
。
市
の
果
樹
生
産
団
地
の
振
牧
場
|
浦
山
と
歩
き
、
浦
山
か
ら
電

興
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

車
で
帰
る
。

願
い
し
ま
す
。

8
月
3
日
:
:
:
宮
崎
城
魁
方
面

な
お
、
薬
剤
お
よ
び
散
布
な
ど
の
く
魚
津
駅
午
前
7
時
泊
分
発
汽

車

!
泊

わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
市
農
政
課
駅
下
車
|
城
山
|
宮
崎
海
|
宮
崎
駅

ま
た
は
下
野
方
果
樹
組
合

(農

協

下

野

と

歩

き

、

汽
車
で
帰
る
。

方
支
所
)
、
加
積
り
ん
ご
組
合

(農
協

9
月
刊
日
1

M
M
日
:
:
:
黒
な
ぎ
温
泉

加
積
支
所
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

電
鉄
魚
津
駅
発
電
車
で
、
宇
奈
月
駅

ー
黒
な
ぎ
駅
|
黒
部
川
上
流
散
策
l

一
黒
な
ぎ
温
泉

一
泊
。

VM留
置
尋

問
月
5
日
:
:
:
室
田
、
宮
津
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
泊
分
出
発
|

室
田
|
宮
津
と
歩
き
、
帰
り
は
パ
ス

を
利
用
。

H
月
9
日
:
:
:
六
百
峠
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
加
分
発
パ
ス

|
坪
野
下
車
|
六
百
峠
|
坪
野
と
歩

き
、
帰
り
は
パ
ス
を
利
用
。

ロ
月
7
日
・
:
:
・
総
会

午
前
日
時
か
ら
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

で
反
省
会
・
表
彰

・
写
真
交
換
・
日

年
計
画
等
を
協
議
す
る
。

歩
こ
う
会
の
正
会
員
の
登
録
を
昨
年

同
様
行
な
う
。
会
費
百
円
を
2

1

3

月
で
徴
収

・
連
絡
費
・
表
彰
な
ど
の

リ
ン
ゴ
や
梨
に

つ
く

赤
星
病
の
防
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ビ
ヤ
ク
シ
ン
類
の
病
菌
半
径
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
飛
散

広報 うおづ
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魚
族
紹
介

発
光
魚
川
間

ホタルイカモドキ

春
か
ら
初
夏
へ
の
季
節
の
到
来
を
つ
げ
に
、
ホ
タ
ル
イ
カ
が
幾
万
と
押
し
寄

せ
る
光
景
は
す
ば
ら
し
い
。
こ
の
産
卵
群
泳
に
ま
ざ
っ
て
胴
長
8
セ
ン
チ
で
、

ホ
タ
ル
イ
カ
に
似
た
深
海
性
発
光
イ
カ
の
ホ
タ
ル
イ
カ
モ
ド
キ
も
姿
を
現
す
。

こ
の
イ
カ
に
は
不
規
則
に
並
ぶ
自
の
発
光
器
と
腹
部
に

8
縦
列
に
並
ぶ
皮
庸
発

光
器
と
が
あ
り
、
腕
の
発
光
器
が
な
い
の
で
、
ホ
タ
ル
イ
カ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い

発
光
を
し
な
い
。

水
族
館
の
開
館
中
は
魚
族
を
紹
介

こ

J
t
r。

白山・季

K
英
両
日

費
用
に
あ
て
る
。

マ
参
加
者
を
対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

険
の
加
入
を
は
か
る
。
保
険
料
一
年

間
百
円

(
死
亡
時
五
十
万
円
の
保
険

金
)
で
各
自
負
担
2

1

3
月
に
徴
収
、

4
月
か
ら
加
入
す
る
。

善
意
の
ま
ど

ご

寄

付

(
敬
称
略
)

マ
三
万
円
H
H
木
下
新
関
口
昭
マ
二
万
円

1
諏
訪
町
木
下
喜
一

一
〉
一
万
円

1
中
央

通
り
2
丁
目
川
上
文
太
郎
マ
二
万
円

l

新
角
川
1
丁
目
尾
川
健
治
マ
一
万
円

1

上
口

2
丁
目
岡
本
松
雄
マ
一
万
五
千
円

l
青
島
田
村
光
雄
マ
五
万
円

1
新
角
川

1
丁
目
島
崎
藤

一一
〉
二
万
円

l
三
田
三

谷
尚
徳
マ
二
万
円

1
金
浦
町
綱
井
政
信

マ
一
万
円

l
港
町
江
口
作
太
郎
マ
十
万

円

l
新
金
屋
1
丁
目
松
田
喜
与
治
マ
一

万
円

l
本
江
寺
西
吉
太
郎
マ
五
千
円

l

中
央
通
り

1
丁
目
倉
谷
善
造
(
以
上
香

典
返
し
の
一
部
)
マ
五
千
円

l
町
三
ケ

島
津
繁

一一
〉
五
千
円

l
本
町
1
丁
目
峰

松
明
子
マ
一
千
四
百
円

1
高
岡
市
早
川

林
忠
司
マ
一
千
六
百
一
円

l
新
角
川
1

丁
目
中
村
好
成
マ
七
百
七
十
円

1
平
伝

寺
出
沢
智
恵
子
(
以
上
拾
得
金
)
マ
二

千
円

l
上
村
木
南
良
作
マ
六
千
四
百
四

十
四
円

1
埋
没
林
館
マ
六
千
二
百
五
十

円

1
匿
名
マ
二
千
円

l
友
田
道
治
マ
二

千
四
百
円

l
新
川
女
子
高
校
2
年
2
組

マ
衣
類
百
点

l
末
広
町
高
山
実
マ
衣
類

五
十
点

l
村
木
町
南
て
る
マ
単
行
本
等

五
十
二
冊

1
北
鬼
江
小
崎
肇
以
上

魚
津
善
意
銀
行

れ
が
に
ま
た
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
あ

日
り
ま
せ
ん
。
上
手
な
取
り
扱
い
方
に

い
つ
い
て
、
母
親
学
級
で
講
習
し
て
い

合
ま
す
の
で
、
妊
産
婦
さ
ん
の
参
加
を

け
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

げ

V
胃
の
検
診
日
程

脅

寸

I
l
l
i
-
-
4
I
l
l
i
-
-
-
」
1
1
il
l
-
-

合
一
月
日
一
会
場
一
申
込
〆
切
日

脅

一4
月
日日

一
片
貝
小
学
校
一

4
月
7

日

合一
4
月
M
日
了
間
…
津
公
民
館
一

4
月
凶
日

合

一5
月
比
日
一
背
少
年
ホ
|
ム
一

5
月
9

日

付
マ
時
町
出
引
引
出
町
駅
引

い
金
三
百
円
@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当

日
日
朝
食
お
茶
、
た
ば
こ
な
ど
一
切
百

日
上
ら
な
い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

M
Y
岡
崎
直
曜
|
|
|

合
一
月
日
一
会
場
一
申
込
〆
切
日

清

「什
則
別
刷
訂
則
川
引
引
」
パ
刑
判
引

門
一5
月
1
日一
h

由…
浮
公
民
館
一

4
月
初
日

んど
同
同
凶
同
医
M
同
同
い

μト
h
悶
川
同

け
マ
時
間
午
後
l
時
1
2
時
マ
料
金
二

台
百
円

M
V
成
人
病
相
談

い
マ

4
月
9
日
制
4
月
お
日
側
各
日
午

日
後
1
時
1

3
時

l
市
庁
舎
保
健
室
(

日
一
階
正
面
の
右
端
)
マ
検
診
料

l
無

合
料
マ
い
づ
れ
も
受
診
希
望
者
は
、
早

け
め
に
生
活
環
境
課
へ
申
し
込
み
く
だ

合

h

B

A
H

き
い
c

け

V
母
親
学
級

け
マ

4
月
時
日
一
樹
午
前
9
時
初
分

1
午

*
後
3
時
場
所
魚
津
保
健
所

M
V
育
児
学
級

い
マ

4
月
お
日
午
後
1
時
1

3
時
加
分

い
マ
対
象
内
容
H

産
後
1

1
2
ヵ
月
の

い
産
婦
の
方
「
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
」

合
「
避
妊
の
し
方
」
「
正
し

い
医
者
の
か

け
か
り
方
」
場
所
魚
津
保
健
所

-11ー
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第
三
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
L

で
す
。

-
交
通
遺
児
福
祉
年
金

|
該
当
者
は
申
請
を
|

市
で
は
、
昭
和
記
年
か
ら
交
通
遺
児

に
対
し
、
そ
の
児
童
の
健
全
な
育
成
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
に
、
交
通
遺
児
福

祉
年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、

4
月
1
日
現
在

で
市
内
に
居
住
す
る
義
務
教
育
終
了
前

の
交
通
遺
児
で
す
か
ら
、

該
当
者

(保

護
者
)
は
、
市
生
活
環
境
課
で
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
額
は
一
万
二
千
円
で
す
。

-
富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校

(
通
信
制
)
生
徒
募
集

富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校
(
通
信
制
)

で
は
、
昭
和
句
年
度
の
生
徒
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

-
募
集
人
員

普
通
科
、
家
政
科
、
衛
生
看
護
科
で

約
三
百
名

Z
志
願
資
格

山
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

学
校
を
卒
業
し
た
者
。

ω中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

者
。

a志
願
〆
切
日

昭
和
印
年
4
月
ロ
日

ωま
で
と
す

司令

4
志
願
手
続
な
ど

志
願
手
続
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、

富
山
市
赤
江
町
1
番
必
号
(干
九
三
口
)

富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校

(通
信

制
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
0
7
6
4
1
叫

1
4
9
5
1

-
巡
回
交
通
事
故
相
談

次
の
日
程
で
聞
か
れ
ま
す
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

4
月
2
日

附

県

魚

津

総

合

庁

舎
内

4
月
日
日
制

H

5
月
7
日
附

H

5
月
幻
日
附

H

6
月
4
日
附

H

6
月
四
日
附

H

時
間
は
と
も
に
午
前
日
時
か
ら
午
後
3

時
ま
で
で
す
。

-
赤
ん
坊
に
誕
生
記
念
品

市
で
は
、

4
月
1
日
よ
り
生
れ
る
、

魚
津
市
の
住
民
と
な
る
お
子
さ
ん
に
、

市
長
か
ら
、
さ
さ
や
か
な
誕
生
記
念
品

が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
記

念
品
は
、
出
生
届
出
を
さ
れ
る
市
民
課

窓
口
で
お
渡
し
致
し
ま
す
。
他
市
町
村

で
出
生
届
を
さ
れ
た
方
も
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

-
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
休
館

日
の
変
更
ご
案
内

日
曜
日
の
ホ
ー
ム
利
用
状
況
な
ど
利

用
者
の
希
望
を
入
れ
、
臨
・
時
に
、
次
の 成

長
を
祝
い
¥
希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
進
も
う
。

と
お
り
、

4
月
か
ら
休
館
日
を
変
更
し

ま
す
。

マ
第
二
日
曜
日
を
除
く
日
曜
日
を
休
館

と
し
、
今
ま
で
休
館
日
と
し
て
い
た
火

曜
日
は
、
開
館
.し
ま
す
。

・
第
何
回

富
山
県
地
方
植
樹
行
事
開
催

期
日

4
月
お
日
午
前
9
時

場

所

魚

津

市

室
田
東
平
山
地
内

主
催
魚
津
市
、
緑
化
推
進
委
員
会

共
賛

富
山
県

花
と
緑
の
銀
行
森
林
組
合

・
新
・
改
築
の
と
き
は
〈
電

話
用
配
管
〉
を
お
忘
れ
な
く

電
話
の
配
管
を
忘
れ
た
た
め
、
木
の

香
の
に
お
う
新
し
い
住
宅
の
壁
な
ど
に

穴
を
あ
け
て
電
話
工
事
を
行
な
い
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

電
話
配
管
の
ご
相
談
は
電
話
局
へ
お

気
軽
に
お
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
幻
1
4
9
9
4
番
(
無
料
)

へ
ど
う
ぞ
:
:
:

魚
津
電
報
電
話
局

北電だより

“鯉のぼり"は電線から十分

離れたところにたてましょう。

@ 風が吹いたりしますと、

鯉のほ、りが電線にふれ感

電のおそれがあります。
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男女計
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